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防虫処理合板中のクロルデン含有量

  1． はじめに

　合板の防虫処理として実用可能な方法には，表面処

理，含浸処理，加圧処理及び接着剤混入処理などがあ

るが，いずれの処理法にも一長一短があるため，処理

の効果を更に高めるためには，これらの処理法のうち

から適当な組み合わせによる併用処理が必要である。

また，合板の用途や使用する薬剤の種類によっても処

理法を選択しなければならない。

　現在，合板工場で実施されている方法としては，現

行の工程を変えずに処理可能な接着剤混入法がほとん

どであり，混入する薬剤もクロルデンが主体である。

しかし，混入法の場合多くの薬剤が接着層に残存し単

板内層への浸透が不十分である。また，性能評価に必

要な定量試験においても接着層に包埋されている薬剤

が溶剤抽出されにくくなり，検出率を低下させる大き

な要因となっている。そのうえ，クロルデン自体が揮

散しやすい薬剤であることから，残効性も問題となっ

ている。

　本試験では，接着剤混入法における問題点を究明す

るため，処理条件とクロルデンの浸透性及び検出率な

どについて検討した。また，処理法の全く異なる表面

処理についても比較として検討したので報告する。な
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のの一部である。

　2． 接着剤混入処理防虫合板のクロルデン含有率

　2．1  接着剤と合板厚さの影響

　混入用防虫剤には，クリトールPL（60％クロルデ

ン）を用い，処理量はクロルデンとして800g／m3に

なるようにユリア樹脂，エリア・メラミン樹脂，フェ

ノール樹脂接着剤に混入して糊液を調製した。このほ

かの製造条件は第1表に示した。防虫処理合板中の層

別及び全層のクロルデン量は製材JASの定量法に従

って定量し，その結果を乾燥試料に対する含有率及び

混入量に対する検出率としてとりまとめ第1表に示し

た。ただし，この数値は製板4ヵ月後に定量したもの

である。

　層別及び全層のクロルデン含有率に対する接着剤の

影響をみると，ユリア樹脂接着剤の場合に層別のA，

B層と全層の含有率がとくに低くなっているが，接着

層の含まれているC層の定量値では接着剤間の差が小

さくなっている。一方，合板の厚さ別の比較では，表

板0.6mmと1.5mmの違いが顕著であり，厚い方がど

の接着剤の場合も全層と接着層に近いB層のクロルデ

ン含有率が高くなる傾向を示した。また，混入量に対

する検出率でも全層の含有率と同様にユリア樹脂接着
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剤が最も低く10％以下であり，ほかの接着剤でも20％

以下の検出率にとどまった。

　このように，検出率が予想外に低下したものは表板

に通気性の良い薄いラワン単板を用いたため，熱圧時

及び製板から定量までの4ヵ月間にかなり薬剤が揮散

したためと考えられる。更に，混入したクロルデンが

接着層に包埋され全量が溶剤抽出されなかったためで

あろう。

　2．2　混合薬剤と処理量の影響

　2．1で全層のクロルデン定量値が非常に低くなった

ことから，これを少しでも高めるため次の試験を行っ

た。混入薬剤としてクロルデンと有機錫の混合薬剤

TWY－P2，TWY－P3の2薬剤を用い，混入量を製

剤として6，8，10kg／m3にな

るようユリア樹脂接着剤に混入し

糊液を調製した。また，熱圧時の

薬剤のしみだしと揮散をおさえる

ために，ここではシナノキ2mm

単板による等厚3プライ合板とし

た。その他の製造条件の詳細は第

2表に示した。ただし，クロルデ

ンの定量値は製栃5ヵ月後に定量

したものである。

　結果は第2表で明らかなよう

に，2種の薬剤とも接着層からの

薬剤の浸透は不均一で，しかも1

～3層の含有率にはバラツキが大きく処理量との相関

が認められない。しかし，接着層の含まれている4層

（1.8～2.0mm）と全層の含有率には処理量の影響が

現われ，処理量の増大に伴って含有率も高くなった。

2薬剤間の特徴として4層（1.8～2.0mm）ではTW

Y－P3が高く，全層ではTWY－P2の含有率が高いこ

とと，検出率においてTWY－P2は処理量の増大とは

反対に小さくなり，TWY－P3は処理量に関係なくほ

ぼ一定の検出率となった。以上の結果を第1表と比較

するとクロルデンの定量値はかなり高くなっている。

このように，単板材質や厚さによっても薬剤の浸透及

び検出率に影響することが確認された。

　2．3　熱圧時間と調湿期間の影響

　　　　　　　　　　これまでの試験で処理量に対す

るクロルデンの検出率が低下する

ことが明らかとなったが，その減

少傾向を工程上段階別に把握する

ため以下の試験を行った。

　防虫剤にはクロルデン原体を用

い，灯油で60％に稀釈したものを

処理量がクロルデンとして1000g

／m3になるようユリア樹脂接着剤

に混入し糊液を調製した。その他

の製造条件の詳細は第3表に示し

た。ここでは冷圧のみと熱圧時間
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第3表　接着剤混入処理防虫合板のクロルデン含有率（全層分析値）
　　　　　　　 （熱圧時間と放置期間の影響）

の影響，更に，5ヵ月間20℃，65％R．H．の恒温恒

湿下に放置して，この間における合板中のクロルデン

減少量を1，3，5ヵ月目に調査した。その結果を第

3表に示した。

　調湿期間0ヵ月は製板の翌日に定量したものであ

り，熱圧時間0秒とは冷圧のみのものであって熱圧温

度の影響を全く受けていないものである。

　第3表に示すとおり全層のクロルデン含有率（定

量値）は，冷圧の合板では2.7mm合板で0.064％，

4.5mm合板では0.072％となっており，この数値を処

理量に対する検出率に直すと，それぞれ28％，32％と

なる。したがって冷圧段階ですでに約70％のクロルデ

ンが定量されなかったことになる。これは先に述べた

ように接着層に包埋されることが大きな要因である

が，ほかに分析試料の粉砕工程での揮散も無視できな

い。更に，熱圧段階でも含有率は低下し，例えば冷圧

時の含有率を100として対比すると熱圧時間の短い場

合でも73（2.7mm）から64（4.5mm），長くなると

58から54まで低下することが確認された。

　この合板を20℃，65％R．H．下に放置した場合

にも1，3，5ヵ月と期間の経過に伴ってクロルデン

含有率は減少する傾向が認めら

れ，例えば5ヵ月後の定量値では

冷圧時の100に対して31～42まで

低下した。

　この表で特徴的なのは，期間の

経過に伴い含有率が減少するとと

もに，製板直後にみられた処理間

の含有率の差が接近してくるこ

と，すなわち，製板直後含有率の

高いものほど含有率の低下が著し

く，いずれの処理合板も最終的に

は同程度の含有率となり，検出率

に直すと約10％前後となった。以

上の結果から接着剤混入法でのク

ロルデン含有率（定量値）を低下

させる最大の要因は接着剤であ

り，次に熱圧条件及び製板から定

量までの期間，更に分析試料の粉砕，保存の方法など

が定量値に大きく影響することが明らかとなった。

　3． 表面処理防虫合板のクロルデン含有率

　接着剤混入法との比較として，接着剤及び熱圧の影

響を受けない表面処理法（塗布）により，クロルデン

油剤と乳剤の浸透性及び処理量に対する残存率につい

て表板の厚さを1.0mmと2.5mmとして検討した。

　処理液濃度は油剤（灯油稀釈）及び乳剤とも2％に

調製して表単板に150g／m2塗布した。処理後直ちに

20℃，65％R．H．で1週間調湿してから，表面から

0.15mm厚さに層別試片を切削してクロルデンを定量

した。その結果は第4表に示した。

　処理面からの薬剤の浸透は層別の定量値で明らかな

ように，油剤がわずかに良く，含有率0.1％に達して

いるのは油剤で5層（0.60～0.75mm），乳剤では4

層（0.45～0.60mm）であり，この浸透性の差は1層

の残存率をみても明らかである。表のなかで，1～6

層の平均含有率及び残存率は乳剤の方が高くなってい

る。

　しかし，実際に浸透したと考えられる2～6層の平
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均含有率を求めると，油剤が若干

大きくなっている。

　一方，表単板の厚さ1.0mmと

2.5mmの違いでは，油剤の場合

厚い方が1層の含有率も低く内層

への浸透を示している。しかし乳

剤も厚い方が1層の含有率は低く

なっているが内層の含有率は必ず

しも高くなっていない。なお，処

理量に対する残存率の合計値は，

油剤が45.5から50.2％，乳剤が

56.4から61.4％で第3表の接着剤

混入法の冷圧のみの検出率と比べ

るとかなり高く，処理法の差が明

らかとなった。

　4． まとめ
　接着剤混入法及び表面処理法による防虫合板中のク

ロルデンを製材JASの定量法で定量して，クロルデ

ンの浸透性と安定性について検討した。その結果を要

約する。

　接着剤混入法では，接着層からのクロルデンの浸透

は不均一であり浸透量も非常に少く，ほとんど接着層

に残存している。この状態にあるクロルデソは溶剤抽

出されにくく検出率を著しく低下させる。この傾向は

接着剤，単板材質及びプレス条件によって大きく左右

されるが，更に，製板から定量までの期間も定量値を

低下させる要因となる。したがって，定量値の比較を

行う場合には一定期間を定めて定量試験を行うことが

望ましい。また，防虫効力の面では混入法の場合に，

表層のクロルデン含有率が低いことと，揮散などによ

って表面における長期間の効力は期待できない。しか

し，合板は製材品と異り薄い単板の構成であるため，

例え加害された場合にも接着層及びその近くに残存し

第4表　表面処理防虫合板のクロルデン含有率
　　 （油剤と乳剤及び単板厚の影響）　　　　　　　　（％）

ている薬剤と幼虫又は成虫と接触する可能性は十分考

えられるので，そういう状態での効力は期待できると

思われる。なお，接着層に包埋されているクロルデン

は徐々に揮散が行われるため，むしろ残効性の延長に

つながるのではないかと考えられる。

　一方，表面処理は混入法に比べてクロルデンの浸透

は良好であり，したがって内層の含有率も高くなる。

この傾向は乳剤よりも油剤で顕著である。しかし，表

面処理の場合には，塗布したクロルデンの多くが表面

に残存するため接触毒として短期の防虫効力は期待で

きるが，欠点として揮散し易い状態にあることから残

効性が問題となる。
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